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根室金刀比羅神社例大祭

根
室
の
暑
い
夏
!!

　

根
室
金
刀
比
羅
神
社
例
大
祭
が
８
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で

の
３
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
曇
り

空
で
気
温
も
低
か
っ
た
で
す
が
、
根
室
の
夏
は
熱
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
夜
に
開
催
す
る
４
つ
の
祭
典
区
競
演
は
勢
い
が
あ
り
、
太
鼓
や
笛

の
お
囃
子
が
交
差
点
で
競
り
合
い
、
根
室
中
心
部
の
繁
華
街
に
は
露
店
が
並

び
、
地
方
か
ら
帰
省
し
た
人
や
観
光
客
、
地
元
の
人
で
溢
れ
ま
し
た
。
年
々

露
店
の
数
も
減
っ
て
き
て
は
い
ま
す
が
、
夜
に
灯
る
露
店
の
明
か
り
は
よ
り

い
っ
そ
う
お
祭
り
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
金
刀
比
羅
神
社
本
宮
を
大
神
輿
が
出
発
。
金
色
に
輝
く
重
さ

約
1.5
ト
ン
の
そ
の
後
ろ
に
、
４

祭
典
区
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
山

車
や
金
棒
突
き
な
ど
約
１
キ
ロ

の
行
列
を
従
え
て
市
内
を
巡
幸

し
ま
す
。
大
神
輿
は
、
120
人
の

神
輿
若
衆
が
60
人
ご
と
の
２
手

に
分
か
れ
「
わ
っ
し
ょ
い
！
わ

っ
し
ょ
い
！
」
の
掛
け
声
と
と

も
に
沿
道
の
見
物
客
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最

終
日
は
、
市
内
緑
町
の
御
旅
所

を
発
ち
、
市
内
を
巡
幸
し
な
が

ら
本
宮
に
帰
り
、
根
室
の
熱
い

夏
は
終
わ
り
ま
し
た
。

上春別地区仮装盆踊り大会

祭
り
太
鼓
や
職
員
の
仮
装
も

　

８
月
14
日
、
上
春
別
地
域
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
上
春
別
地

区
仮
装
盆
踊
り
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
あ
い

に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
夏
の
夜
の
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

上
春
別
地
区
連
合
会
主
催
に
よ
る
こ
の
仮
装
盆
踊
り
大
会
は
、
地
域
住
民

の
他
、
地
域
内
外
か
ら
仮
装
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
大
変
盛
り
上
が
る
催
し
で
、

今
年
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
衣
装
を
纏
っ
た
参
加
者
た
ち
で
会
場
を
沸
か
せ
て

い
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
、
上
春
別
中
学
校
の
生
徒
が
祭
り
太
鼓
を
叩
い
た
り
、
職
員
が

仮
装
し
て
参
加
し
た
り
と
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
上
春
別
支
所
か
ら
も
ブ
ー
ス
を
出
店
し
、
子
供
た
ち
に

は
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
、
仮
装
大
会
の
結
果
発
表
と
打
ち
上
げ

花
火
を
行
い
、
大
会
を
盛
大
に
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

仮装で優勝した上西別地区
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西春別第１８回酪農祭

露
店
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
大
盛
況

　

８
月
５
日
、
Ａ
コ
ー
プ
西
春
別
店
前
特
設
会
場
で
、
第
18

回
酪
農
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
哺
乳
瓶
で
牛
乳
を
飲
む
牛
乳
早
飲
み
選
手
権

や
玉
入
れ
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン
ペ
ア
旅
行

券
な
ど
の
豪
華
景
品
が
当
た
る
○×

ク
イ
ズ
な
ど
参
加
型
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
も
多

数
開
催
さ
れ
、
青
年
部
に
よ
る
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
・
チ
ー
ズ
掴
み
取
り
・
カ

キ
氷
の
販
売
、
女
性
部
に
よ
る
い
も
だ
ん
ご
・
牛
乳
、
ア
イ
ス
の
無
料
配

布
・
ゴ
ー
ダ
チ
ー
ズ
の
販
売
、
昼
食
に
は
焼
肉
食
べ
放
題
な
ど
、
様
々
な
露

店
・
イ
ベ
ン
ト
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
「
花
翔
舞
」
に
よ
る
演
舞
を

始
め
と
し
て
、「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
き
よ
し
」
に
よ
る
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
も
行

わ
れ
客
席
も
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
、
今
年
も
大
勢
の
人
た
ち
が
真
夏

の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ＪＨＣサマースクール

手
術
の
見
学
と
講
習
会
に
興
味
津
々

　

７
月
31
日
・
８
月
１
日
の
両
日
、
別
海
町
で
根
室
・
釧
路

管
内
合
同
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
酪
農
の
基
礎
知
識
の
習
得
と
、
グ
ル
ー
プ

活
動
を
通
じ
て
会
員
相
互
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ

れ
て
お
り
、
道
東
あ
さ
ひ
、
計
根
別
、
標
茶
町
、
中
標
津
町
の
４
Ｊ
Ｈ
Ｃ
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
道
東
根
室
南
部
事
業
セ
ン
タ
ー
に
て
手
術
を
見
学

し
、
そ
の
後
、
獣
医
師
に
よ
る
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
牛
の
体
の
こ
と

や
病
気
の
こ
と
、
獣
医
師
の
１
日
の
仕
事
に
つ
い
て
な
ど
、
子
供
た
ち
も
興

味
津
々
で
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

夜
は
、
別
海
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
久
し
振
り
に
再
会
し
た
仲
間

達
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
花
火
な
ど
を
楽
し
み
、
他
の
ク
ラ
ブ
会
員
と
の
交
流

を
深
め
、
夏
休
み
の
思
い
出
を
作
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

バーベキューで交流

獣医師による講習会
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根室支所組合員親睦ＰＧ大会

入
賞
目
指
し
笑
顔
で
プ
レ
ー

　

８
月
19
日
、
根
室
支
所
第
９
回

組
合
員
親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
昨
年
、

昨
年
と
雨
で
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
今
年
は
晴
天
に
恵
ま
れ
２
年
ぶ
り
に
無
事

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

始
め
に
田
中
根
室
支
所
統
括
理
事
よ
り
挨
拶

を
い
た
だ
き
そ
の
後
ル
ー
ル
説
明
を
行
い
、
競

技
ス
タ
ー
ト
！
参
加
者
の
中
に
は
今
日
初
め
て

プ
レ
ー
す
る
と
い
う
方
も
お
り
、
中
々
思
っ
た

よ
う
に
で
き
ず
四
苦
八
苦
す
る
場
面
も
あ
り
つ

つ
、
み
な
さ
ん
笑
顔
で
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し

た
。
男
女
別
に
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
賞
を
始
め
各
賞

を
参
加
者
が
狙
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
昼

食
会
場
に
て
順
位
発
表
を
行
い
参
加
者
が
懇
親

を
深
め
ま
し
た
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

１
位

２
位

３
位

石
橋
明
日
香
さ
ん

成
田　

洋
子
さ
ん

駒
澤　

順
子
さ
ん

女性の部
ベストスコア

１
位

２
位

３
位

武
隈　
　

博
さ
ん

成
田　

昭
一
さ
ん

安
藤　

昭
夫
さ
ん

男性の部
ベストスコア

10月は『不正軽油防止強化月間』です！10月は『不正軽油防止強化月間』です！10月は『不正軽油防止強化月間』です！
　不正軽油を【作らない】、【売らない】、【買わない】、【使わない】
を実践しましょう。
　また、次のような情報をぜひお寄せください。
★怪しい業者が燃料の売り込みをしている
★灯油や重油をトラックなどの燃料に使っているようだ
★不審な施設（場所）にタンクローリーが出入りしている
詳しいお問い合わせ・ご連絡は、根室振興局税務課まで
〒087-8588　根室市常盤町３丁目28番地
TEL（0153）24－5482（直通）　　
FAX（0153）24－0058
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８
月
19
日
、
標
津
町
営
球

場
・
標
津
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
根
室
管
内
Ｊ
Ａ
役
職
員
野
球

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

道
東
あ
さ
ひ
野
球
部
は
初
戦
の
Ｊ
Ａ
計
根

別
を
９
対
０
、
準
決
勝
で
は
連
合
会
チ
ー
ム

を
19
対
１
と
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム

で
圧
倒
し
順
調
に
勝
ち
進
み
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
今
年
も
Ｊ
Ａ
中
標
津
と
対
戦
し
、

投
手
戦
の
中
７
回
を
１
失
点
に
抑
え
た
も
の

の
、
味
方
打
線
が
２
安
打
無
得
点
で
完
封
さ

れ
、
惜
し
い
敗
退
で
４
年
連
続
の
全
道
大
会

進
出
を
逃
し
ま
し
た
。

　

こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
今
後
の
活
躍
を
期

待
す
る
と
と
も
に
、
応
援
頂
い
た
組
合
員
の

皆
さ
ま
、
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

根室管内JA役職員野球大会

決
勝
で
惜
し
く
も
敗
退

青年部べつかい支部第12回まきばの感謝祭

丸
太
早
切
り
競
争
で
悪
戦
苦
闘

　

７
月
28
日
、
青
年
部
べ
つ
か
い
支
部
は
、
ま
き

ば
の
感
謝
祭
を
別
海
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
、
暑
い
中
多
く
の
来
場
者
で
会
場
は
熱

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
焼
肉
、
ア
イ
ス
、
焼
き
そ
ば
の
提
供
や
、

牛
肉
の
廉
価
販
売
、
子
供
向
け
の
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や
射
的
な
ど
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
中
西
別
草
原
太
鼓

保
存
会
に
よ
る
迫
力
あ
る
演
奏
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
初
の
試
み
と
し
て
部
員
や
Ｊ
Ａ
の
若

手
職
員
、
さ
ら
に
来
場
者
飛
び
入
り
参
加
に
よ
る
丸
太
早
切
り
競

争
が
行
わ
れ
、
額
に
汗
し
な
が
ら
な
か
な
か
切
れ
な
い
丸
太
と
奮

闘
す
る
参
加
者
の
姿
に
、
会
場
か
ら
は
多
く
の
声
援
が
飛
び
交
い
、

白
熱
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
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秋の草地管理について
　

最
終
番
草
の
収
穫
を
終
え
、

秋
の
草
地
管
理
は
、
来
年
の
良

質
な
粗
飼
料
生
産
を
行
う
上
で

重
要
で
す
。
今
回
は
そ
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

① 

石
灰
質
資
材
の
散
布

　

草
地
は
更
新
し
て
年
数
が
経

つ
に
つ
れ
、
土
壌
が
酸
性
化
に

進
む
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
窒
素
肥
料
の
施
用
に
よ
り
酸

性
化
が
促
進
さ
れ
る
た
め
で
、

酸
性
化
が
進
む
と
、
牧
草
の
養

分
吸
収
効
率
の
低
下
な
ど
、
牧

草
が
生
育
し
に
く
い
環
境
に
な

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
収
量
の

低
下
や
植
生
の
悪
化
に
つ
な
が

り
ま
す
。
土
壌
の
pH 

5.5
を
下
回

ら
な
い
よ
う
、
タ
ン
カ
ル
で
あ

れ
ば
年
間
40
㎏
／
10
a
程
度

（
2
〜
3
年
分
を
一
括
施
用
も

可
）
を
目
安
に
散
布
し
ま
し
ょ

う
。

② 

草
地
の
通
気
性
な
ど
の

　

 

改
善

　

収
穫
作
業
で
大
型
機
械
の
走

行
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
草
地

の
土
壌
は
硬
く
締
ま
り
、
通
気

性
が
低
下
し
ま
す
。
エ
ア
レ
ー

シ
ョ
ン
（
リ
ノ
ベ
ー
タ
ー
な
ど

専
用
の
機
械
で
ル
ー
ト
マ
ッ
ト

を
切
断
し
て
、
土
壌
の
通
気
性

を
改
善
す
る
こ
と
）
で
、
牧
草

の
活
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

③ 
雑
草（
ギ
シ
ギ
シ
）対
策

　

ギ
シ
ギ
シ
の
目
立
つ
草
地
は
、

最
終
番
草
を
収
穫
し
て
、
ギ
シ

ギ
シ
の
葉
が
数
枚
展
開
し
て
き

た
頃
、
ま
た
は
葉
の
大
き
さ
が

手
の
ひ
ら
大
に
生
育
し
た
タ
イ

ミ
ン
グ
（
写
真
２
）
で
、
ハ
ー

モ
ニ
ー
や
ア
ー
ジ
ラ
ン
な
ど
の

専
用
の
除
草
剤
を
散
布
し
ま

し
ょ
う
（
表
１
）。

　

こ
の
時
期
の
ギ
シ
ギ
シ
は
冬

に
向
け
て
養
分
を
根
に
貯
め
よ

う
と
し
ま
す
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
除
草
剤
を
散
布
す
る
と
、

根
ま
で
し
っ
か
り
効
か
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
気

温
が
低
す
ぎ
る
と
葉
面
か
ら
の

吸
収
が
低
下
す
る
た
め
、
降
霜

ま
で
に
散
布
を
終
え
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

④ 

土
壌
診
断
を
行
う

　

土
壌
診
断
を
行
い
、
草
地
更

新
や
、
施
肥
設
計
に
役
立
て
ま

し
ょ
う
。
肥
料
費
の
節
減
や
収

量
向
上
に
も
つ
な
が
っ
た
事
例

も
あ
り
ま
す
。

　

土
壌
診
断
の
土
壌
を
採
取
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
最
終
番
草

収
穫
後
か
ら
ス
ラ
リ
ー
や
堆
肥

を
散
布
す
る
前
ま
で
で
す
。

写真1　リノベーターを活用した事例

写真２　葉が展開してきたギシギシ

表1　除草剤の使用量と注意事項
商品名 10a当の使用量

経年草地
3g

・散布後21日間は採草及び放牧を行わない。
・クローバに対する薬害が著しい。
・散布で用いた器具類はできるだけ早く専用の洗浄剤でよく洗浄するこ
　と。
・散布液の飛散や流出によって有用植物に薬害が生ずることのないよう
　十分注意して散布すること。
・春散布は避ける。

・当年はギシギシ類の黄化のみで翌年春に枯死する。
・散布後14日間は放牧を行わない。
・夏・秋には種した草地は、薬害が生じる恐れがあるため散布はさける。

新播草地
0.5～1g(散布水量100ℓ)

経年草地
300～400㎖

新播草地（10月上旬～中旬）
200～300㎖

注意事項

北海道農作物病害虫・雑草防除ガイドより引用

ハ
ー
モ
ニ
ー
75
　

DF

水
和
剤

ア
ー
ジ
ラ
ン

液
剤



アルファルファ新品種「ウシモスキー」のチモシー
混播時における適正播種量

根釧農業試験場　飼料環境グループ　　牧野　　司

●アルファルファ新品種「ウシモスキー」!!

●マメ科率と播種量の関係

●合計乾物収量とマメ科率を確保できる最適な播種量

●合計乾物収量と播種量の関係

　平成30年度から本格販売が開始されるアルファル
ファの新品種「ウシモスキー」は、既存品種の「ハ
ルワカバ」に比較して多収で、秋の生育は良好でそ
ばかす病に強く、越冬性も良好、さらに耐倒伏性に
も優れる特徴を持った北海道優良品種です。
　収量性が大幅に改良されているため、チモシーと
混播し既存のアルファルファと同じような植生（マ
メ科率と収量）を得るには少し播種量を減らす必要
があります。

　「ウシモスキー」をチモシーと混播栽培する場合、0.3kg/10aで播種すると、既存アルファル
ファ品種の標準播種量である0.5kg/10aの場合と同程度以上の合計乾物収量と同程度のマメ科率を
確保することができます（チモシー播種量は1.8kg/10a）。播種量（種子代）を4割削減しても同程度以
上の収量とマメ科率が得られる計算になります！

この研究は農林水産省委託プロジェクト研究「栄養収量の高い国産飼料の低コスト生産・利用技術
の開発」の補助を受けて根釧農試・ホクレン・北農研センターの共同で行いました。

チモシーとアルファルファの混播栽培における
マメ科率の推移

（グラフ中の数値は標準区(ハルワカバ0.5kg/10a)
との差の全データ平均）

チモシーとアルファルファの混播栽培における
3カ年の合計乾物収量

（グラフ中の数値は標準区(ハルワカバ0.5kg/10a）
を100とする比）

※本記事のアルファルファの播種量は全てハイパーコート種子での重量です。

ウシモスキー0.5㎏/10a
ウシモスキー0.15㎏/10a

根釧農試（中標津）

7.0
6.4

1.5

8.6

4.9

16.1

ホクレン（訓子府）

根釧農試（中標津） ホクレン（訓子府）

標
準
区
と
の
差
（
ポ
イ
ン
ト
）

3
カ
年
合
計
乾
物
収
量（
㎏
/1
0
a）

1番草

30

4000

3500

3000

2500

2000

1500

1000

500

0

20

10

0

-10

-20

-30
1番草 2番草 1番草 2番草

1年目 2年目 3年目

ウシモスキー0.3㎏/10a
ハルワカバ0.5㎏/10a（標準区）

秋の草姿　十勝牧場2013年9月10日

「ウシモスキー」 「ハルワカバ」

1番草 2番草 3番草

2年目

1番草 2番草

1年目

1番草 2番草 3番草

3年目
0.5

106 106
89

100

100 102
88

100

0.3 0.15 0.5
ウシモスキー ハルワカバ

（標準区）

播種量（㎏/10a）
品種名

0.5 0.3 0.15 0.5
ウシモスキー ハルワカバ

（標準区）

　「ウシモスキー」0.3kg/10a播種区と標準区は
ほぼ同程度。標準区に比べて0.5kg/10a播種だと
高く、0.15kg/10a播種だと低い。

　「ウシモスキー」0.3kg/10播種区は標準区
の102～106と同程度から多収。標準区に比べ
て0.15kg/10a播種だと少ない。
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●【経営科】農業クラブ各全道大会で活躍！
　全国大会の出場権獲得!!!
　８月９日（水）、日本学校農業クラブ北海道連盟全
道技術競技大会が旭川農業高校を当番校として行われ、
本校から３種目に計９名の生徒が出場しました。
　作物名や農機具名などを答える農業鑑定競技（畜産
コース）には４名が出場しました。生徒は夏休み中も
登校して学習を行い、本番ではその成果が発揮され３
名が優秀賞を受賞し
ました。その中でも
上位だった３年南澤
茜さん、小笠原　陽
君の２名が10月に
岡山県で行われる農
業クラブ全国大会に
駒を進めることとな
りました。
　また、８月21日（月）、22日（火）には、日本学校
農業クラブ連盟第37回全道意見発表大会が、旭川農業
高校を当番校に行われまし
た。本校からは３年守屋　
美紅さんが出場し、分野Ⅱ
類で最優秀賞を受賞しまし
た。東北海道の代表として
全道大会に出場が決まって
から毎日練習を重ね、こち
らも10月に岡山県で行わ
れる全国大会に出場することとなりました。
　両大会とも、校内大会では各関連機関の皆様からご
指導を賜りました。生徒たちの頑張りはもとより、地
域の皆様のご支援をいただいて学習している成果が形
となって現れていることを実感しております。今後と
も変わらぬご支援のほどよろしくお願いいたします。

【全道技術競技大会入賞者】
農業鑑定競技(畜産コース)　
　優秀賞１席　南澤　　茜（３年）全国大会へ
　優秀賞５席　小笠原　陽（３年）全国大会へ
　優秀賞７席　杉本　昌也（２年）
【全道意見発表大会入賞者】
分野Ⅱ類
　最優秀賞　　守屋　美紅（３年）全国大会へ

●【経営科・専攻科】根室共進会参加
　酪農経営科では昨年度からは乳牛をお借りして校内
で飼養管理を行い共進会に参加しています。　
　８月27日（日）にホクレン根室地区家畜市場で開催
された根室管内共進会に参加し、酪農後継者の育成を

目的に行われるジュニ
アカップで、酪農経営
科３年、志賀満貴君が
見事１位を獲得しまし
た。同じく３年生の大
森　匠君が２位を受賞
しました。
　また、専攻科１年目
学生　石黒　瑞歩さん
が、第４部未経産ジュニアミドルクラスで４位入賞、
第６部未経産シニアミドルクラスで２位に入賞、１年
目学生　松井　慎君が第１部Jサイアカーフクラスで、
１位兼未経産総合３位、第５部未経産ミドルクラスで
３位入賞しました。経営科生徒・専攻科学生共に、９
月に安平町早来で行われる北海道ホルスタインナショ
ナルショーへ参加することとなりました。牛をお借り
し、専攻科　松井君が実習でお世話になっている伊藤
敏彦様へ良い報告をすることが出来ました。誠にあり
がとうございました。今後ともご指導・ご協力のほど
よろしくお願い申し上げます。

●【専攻科】北矢ケレス友の会圃場検討会
　８月２日（水）の圃場検討会に学生４名が参加しま
した。これは専攻科後
援会長である石田　敦
さんら４名の農家さん
が平成18年に結成し
た「ケレス友の会」会
員の草地を見学し、牧
草の生育具合等を観察
する検討会です。最初に福本さんのチモシー新品種
「マオイ」の試験圃場を見学し、その越冬性の高さを
確認、次の圃場では一年間休作してラウンドアップを
３回散布することによりシバムギの再生を防いでいる
現場を観察しました。
　参加した学生からは、「ここで見た新品種を家の草
地管理に取り入れてみたい」等の感想が聞かれました。

●【専攻科】第１回特別教育活動
　８月22日（火）、株式会社ASAHIサポートセンター
調理室をお借りして、ソーセージ作りを行いました。
今回は専攻科のオリジナルレシピを用いて、自分達で
調味料を配合し腸詰めを行いました。学生達は、「天
然の羊腸を初めて見
た」「方法がわかっ
たので今度家族と
作ってみたい」と話
していました。

福本さんより説明を受ける様子

ソーセージ作りの様子

鑑定競技　模範解答を確認中

ジュニアカップで1位を受賞

最優秀賞を受賞しました！
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定

期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
12
月
の
「
農
協
改
革
」
に
関

す
る
組
合
員
向
け
資
料
に
引
き
続
き

「
准
組
合
員
制
度
」
に
つ
い
て
の
組
合
員
向
け
資

料
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

准
組
合
員
利
用
規
制
に
関
し
て
、
農
林
水
産
省

が
結
論
を
出
す
期
限
の
平
成
33
年
３
月
末
が
迫
る

中
、
准
組
合
員
利
用
規
制
が
及
ぼ
す
影
響
を
、
組

合
員
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
考
え
る
き
っ
か
け

と
し
て
の
活
用
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
本
資

料
は
、
准
組
合
員
制
度
の
成
り
立
ち
や
准
組
合
員

が
地
域
を
支
え
る
実
態
、
規
制
改
革
推
進
会
議
が

准
組
合
員
利
用
規
制
を
迫
る
背
景
な
ど
を
、
平
易

な
対
話
形
式
に
よ
り
表
現
し
て
お
り
ま
す
。
中
央

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
資
料
を
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

８
月
に
、
小
学
生
の
親
子
を
対
象

と
し
た
『
旬
食
カ
レ
ッ
ジ
in
旭
川

「
収
穫
・
料
理
教
室
」
』
を
Ｊ
Ａ
あ
さ
ひ
か
わ
の

協
力
を
受
け
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
根
の
収
穫
体
験
、
収
穫
し
た
大
根
を
使
っ
た

料
理
教
室
、
農
業
者
に
よ
る

講
演
等
を
実
施
す
る
な
ど
、

「
食
材
が
畑
か
ら
食
卓
に
並

ぶ
ま
で
」
を
体
験
し
て
い
た

だ
き
、
農
業
・
食
の
大
切
さ

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
参
加
者
に
は
、「
農
家
を

身
近
に
感
じ
た
」「
ま
た
参

加
し
た
い
」
な
ど
好
評
で
し

た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
等
を
活
用
し
た

生
産
者
向
け
情
報
発
信
サ
ー
ビ

ス「
ホ
ク
レ
ン
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
」で
は
、
生
産
者
の
皆
様
に
向
け

た
イ
ベ
ン
ト
や
新
商
品
の
情
報
、

生
産
資
材（
飼
料
や
農
薬
な
ど
）価

格
、
ス
マ
ー
ト
農
業
情
報
な
ど
の

営
農
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
生
産

者
の
皆
様
に
役
立
つ
情
報
を
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ

ソ
コ
ン（h

ttp
://h
o
k
u
re
n
-n
e
w
s.jp

/
）か
ら

ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　

８
月
４
日
、
札
幌
に
て
「
全
道
Ｌ

Ａ
・
ス
マ
サ
ポ
大
会
」
を
開
催
し
、

全
道
Ｊ
Ａ
の
中
か
ら
、
平
成
28
年
度
普
及
活
動
で

優
秀
成
績
を
収
め
た
Ｌ
Ａ
38
名
と
、
ス
マ
イ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
11
名
が
登
壇
し
、
表
彰
し
ま
し
た
。 

　

Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
こ

れ
か
ら
も
「
３
Ｑ
訪
問

活
動
」
と
「
あ
ん
し
ん

チ
ェ
ッ
ク
（
保
障
点
検

活
動
）」の
実
践
を
通
じ

て
、
組
合
員
・
地
域
利

用
者
の
信
頼
と
期
待
に

応
え
、「
安
心
」
と
「
満

足
」
の
提
供
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆

様
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
本

会
事
業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
広
報
誌
「
す
ま
い
る
」
を
発
行
し
て

お
り
ま
す
。
年
３
回
発
行
し
て
お
り
、
様
々
な
医

療
・
健
康
情
報
を
発
信
し

て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是

非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グループ
通
信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

↑登録は
こちらから
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第８回理事会報告　平成29年８月31日開催
議案第１号　　規程類の一部改正について
議案第２号　　出資の減口について
議案第３号　　固定資産の除却について
議案第４号　　理事者に対する短期貸付金の貸付と貸付利率の一部減免について
議案第５号　　一般組合員に対する住宅資金の貸付について
議案第６号　　理事者に対する農業経営基盤強化資金の借入と貸付について
議案第７号　　理事者に対する住宅資金の貸付について
議案第８号　　一般組合員に対する農業経営基盤強化資金の借入と貸付について
議案第９号　　一般組合員に対する農業経営基盤強化資金（信連委託貸）の事務
　　　　　　　取扱について
議案第10号　　新規就農者に対する農業経営基盤強化資金（Ｈ方式）の事務取扱
　　　　　　　について
議案第11号　　一般組合員に対するＪＡ農業経営ステップアップローンの貸付に
　　　　　　　ついて
議案第12号　　特定組合員第３四半期クミカン供給限度額及び貸越極度額の設定
　　　　　　　について
議案第13号　　理事者に対する国営環境保全型かんがい排水事業肥培施設の設計
　　　　　　　について
議案第14号　　国営環境保全型かんがい排水事業肥培施設の設計について
議案第15号　　平成29年度矢臼別演習場周辺農業用施設（家畜飼養施設）設置助
　　　　　　　成事業に係る工事契約締結について
議案第16号　　2017北海道ホルスタインナショナルショウに係る経費の支出に
　　　　　　　ついて

協議事項１　　農林水産省事業要請・意見交換の実施について
協議事項２　　平成29年度北海道指導農業士・北海道農業士の推薦候補者について
協議事項３　　平成29年度酪農経営体生産性向上緊急対策事業（労働負担軽減事
　　　　　　　業）【楽酪事業】の実施（第２回）について

報告事項１　　第１四半期末監事監査に係る取りまとめ結果について
報告事項２　　第２四半期末監事監査の実施について
報告事項３　　中間実地棚卸監査の実施及び立会について
報告事項４　　貸借対照表及び損益計算書（７月末）について
報告事項５　　組合員の動向（７月末）について
報告事項６　　規程類の制定について
報告事項７　　定款第57条第６項に基づく貸出金に係る理事会承認案件の処理状
　　　　　　　況について
報告事項８　　融資審査会の結果について
報告事項９　　総体的なリスク量管理について
報告事項10　　特定組合員実績（７月末）について
報告事項11　　大型経営育成対策会議結果について
報告事項12　　平成29年度矢臼別演習場周辺農業用施設（家畜飼養施設）設置助
　　　　　　　成事業に係る工事監理業務委託契約締結について
報告事項13　　販売事業実績（７月末）について
報告事項14　　平成29年度根室ホルスタイン共進会の出品牛成績について
報告事項15　　2017北海道ホルスタインナショナルショウに係る役員視察研修
　　　　　　　名簿及び工程表について
報告事項16　　購買事業実績（７月末）について
報告事項17　　行事予定について

准組合員について学ぶ
（全４回シリーズ）

　平成２６年５月、「規制改革会議 農業ワーキンググルー
プ」が『准組合員の事業利用は、正組合員の事業利用の２
分の１を越えてはならない』との意見を示し、農水省は平
成３３年３月末までに准組合員の事業利用量を規制するか
否かの結論を出す予定にあります。
　この規制が、利用者である准組合員に留まらず、地域の
農業や経済への影響があることを認識したうえで、組合員
の皆さん一人ひとりにお考え頂きたいと思います。

【第１回】
准組合員制度の成り立ち

僕のお父さんは、一般企業のサ
ラリーマンだから、ＪＡの准組
合員として出資・加入している
けど、准組合員ってどういう人
を言うのかな？ＪＡは、農業者
のための組織だって聞いたよ。

ＪＡは、農業者が自ら利用するために
出資して設立・運営している組織だけ
ど、地域の皆さんも准組合員として加
入して事業を利用できるんだ。ただ、
役員選挙権や議決権等のＪＡ運営に関
わる権利は農業者に限定されている
よ。生徒 先生

准組合員として加入
すれば、地域に住ん
でいる僕たちもＪＡ
事業を利用できるん
だね。准組合員の仕
組みは、どうして生
まれたの？

昭和２２年に公布された「農業協同組合法」で、
組合員を『正組合員（農業者）』と『准組合員』
に分けたことが、はじまりだよ。
出資をすれば誰でも組合員になれる産業組合の流
れを引き継いだことが大きいよ。産業組合は農業
者の組織だったけど、全国的には組合員の３分の
１は地域の皆さんだったんだ。

そっかぁ。もともと、地域に住む
人たちのための組織でもあったん
だね。でも、ＪＡ以外にもお店が
あったんじゃないのかなぁ？

昭和２２年当時の農村は、商業施
設や金融機関があまりなくて、Ｊ
Ａが利用できないと生活しにくい
という現実的な側面もあったんだ
よ。

なるほどね。今も昔も、地域の生活の中心にはＪＡがあったんだ。僕
も働くようになったら、准組合員になってＪＡ事業を利用するよ。
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3.83%
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6.10円
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3.65円
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3.76円

97.91円

95.03円

97.89円

95.26円

97.76円
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94.94円

97.86円
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97.70円

95.02円
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95.43円
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【全体運】自分の意見や考えに固執しやす
　くなる傾向が。周囲の言葉には謙虚に耳
　を傾けて。開運には和風のものが効果的
【健康運】ストレスを感じがち。小まめに
　発散して
【幸運を呼ぶ食べ物】スルメイカ

【全体運】大胆な発想が幸運を引き寄せる
　ポイント。未体験ジャンルでも意欲的に
　ぶつかってみて。前向きにアクションを
【健康運】スポーツで心身のシェイプアッ
　プが可能
【幸運を呼ぶ食べ物】ナス

【全体運】物事を邪推するなど、うがった
　見方になりがち。周囲と不協和音を奏で
　やすいので注意。素直さを大切に
【健康運】運動不足解消が必要。意識して
　動くこと
【幸運を呼ぶ食べ物】カボス

【全体運】小さなミスにクヨクヨしやすいよ
　う。気持ちを大きく持って。迷ったら信頼
　できる人に相談に乗ってもらうと◎
【健康運】疲労蓄積はＮＧ。適宜、解消する
　工夫を
【幸運を呼ぶ食べ物】ズッキーニ

【全体運】落ちついた気分で過ごせる期間。
　プライベートの充実に励むと、手応えを
　感じられるはず。習い事も好結果に
【健康運】軽く体を動かせば運気アップで
　きそう
【幸運を呼ぶ食べ物】マツタケ

【全体運】行動力が高まる兆し。過去に駄
　目だったことに再挑戦すれば、リベンジ
　できる可能性が大。攻めの姿勢で動いて
【健康運】良質な睡眠を取ることで体調に
　好影響が
【幸運を呼ぶ食べ物】カボチャ

【全体運】物事の優先順位を間違えやすい
　暗示。やるべき作業を後回しにしないよ
　う、ご用心。気晴らしには足湯がベスト
【健康運】食生活の質向上が大事。運を呼
　べるはず
【幸運を呼ぶ食べ物】シソ

【全体運】ちょっとした変化でつきを呼び
　込める気配。いつもとは違うことを意識
　してみて。部屋の模様替えも良い刺激に
【健康運】血行促進が健康の鍵。運動を楽
　しんで
【幸運を呼ぶ食べ物】ゴーヤー

【全体運】あれこれ考え過ぎてしまう傾向が
　あります。悪いことを心配するより、プラ
　ス思考をした方が開運のきっかけに
【健康運】リラックスを心掛けて。深呼吸が
　効果的
【幸運を呼ぶ食べ物】イクラ

【全体運】楽しいことに縁がありそう。遊
　びや飲み会などに誘われたら、気軽にＯ
　Ｋして出かけてみては。旅行もラッキー
【健康運】おおむね良好。まめに動けば、
　さらに快調に
【幸運を呼ぶ食べ物】インゲン

【全体運】ささいなことでイライラしやす
　い時期です。笑顔を心掛けて。趣味など
　で１人の時間を楽しむと良い気分転換に
【健康運】ちょっとしたけがに注意。冷静
　な行動を
【幸運を呼ぶ食べ物】オクラ

【全体運】人との交流から幸運が。人間関係
　を広げるべく行動してみて。付き合ったこ
　とのないタイプとも親しくなれそう
【健康運】暴飲暴食になりやすいかも。自己
　節制を
【幸運を呼ぶ食べ物】スダチ

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20
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、
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事

も
あ
り
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を
感
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る
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と
な

り
ま
し
た
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「
親
か
ら
受
け
継
い
だ
牧
場
を

い
か
に
大
き
く
す
る
か
を
考
え
必

死
に
頑
張
っ
て
き
た
」
と
い
う
お

言
葉
か
ら
、
先
祖
か
ら
続
く
牧
場

を
受
け
継
ぎ
、
そ
れ
を
先
の
世
代

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
は
並
々
な

ら
ぬ
努
力
と
ご
苦
労
が
あ
っ
た
こ

と
、
同
時
に
、
牛
に
対
す
る
愛
情

や
、
家
族
と
共
に
働
く
楽
し
さ
が

喜
び
と
な
り
現
在
ま
で
続
け
て
こ

ら
れ
た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
私

自
身
も
仕
事
に
対
す
る
努
力
を
怠

ら
ず
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
２
番
草
の
牧
草
収
穫

が
始
ま
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
農

作
業
の
事
故
に
は
十
分
に
注
意
し

作
業
を
行
っ
て
下
さ
い
。
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